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  長野県須坂創成高等学校 運動部活動方針 

 

 

目標 

１ 知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育み、生徒がスポーツを楽しむ

ことで運動習慣の確立等を図り、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊

かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育成を図るとともに、バラ

ンスのとれた心身の成長と学校生活を送ることができるようにする。 

２ 生徒の自主的、自発的な参加により行われ、学校教育の一環として合理的でか

つ効率的・効果的に取組む。 

３ 学校全体として運動部活動の指導・運営に係る体制を構築する。 

運営方針 

１ 休養日の設定 

   学期中は、原則として、週当たり 2 日以上の休養日を設ける。。(平日は少な

くとも 1 日、 土曜日及び週末は少なくとも 1 日以上を休養日とする。週末に

大会参加等で活動した場合は、休養日を他の日に振り替える。)また、定期考査

の定期考査前の 1 週間前からは、原則として休養日とする。 

２ 活動時間 

平日は３時間程度、学校の休業日等は長くとも４時間程度とし、できるだけ

短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。 

なお、大会や練習試合等で、基準とする 1 日の活動時間を上回る場合には、他

の日の活動時間を調整するなど、週当たりの活動時間にも留意する。 

３ 長期休業中の休養日・活動時間 

長期休業中の休養日の設定は、原則として、学期中に準じた扱いを行う。ま

た、生徒 が十分な休養を取ることができるとともに、運動部活動以外にも多

様な活動を行うことができるよう、ある程度長期の休養期間(オフシーズン)を

設ける。 

４ 大会等への参加方針 

   全国大会につながる大会をはじめ、すべての大会において生徒の成長と他校

との交流を通じて、健全な心身を育む。また、各種大会に関して部の競技力向

上、教育上の意義、生徒の負担等を考慮し精査した上で参加する。 

５ 顧問会等、部活動運営に係る協議の場の設定 

   運動部顧問会による会議を定期的に設け、情報共有に努める。 

６ その他 

(１) 熱中症事故防止の観点から、「熱中症予防運動指針」(公益財団法人日本ス   

ポーツ協会)等 を参考に、高温注意情報が発せられた当該地域時間帯にお 

ける活動を原則として行わないようにする等、適切に対処する。 

(２) 重大事故の防止に向け、「頭頚部外傷事故発生時の対応フローチャート」



 

(長野県教育委員会)を体育施設等に掲示するとともに、安全に十分配慮し

て指導する。脳しんとうを含む頭頚部損傷における競技への復帰に際して

は、医師の診断を仰ぐ等、適切に対処する。 

(３) 運動部顧問は、スポーツ医・科学の見地からは、トレーニング効果を得る

ために休養を適 切に取ることが必要であること、また、過度の練習がス

ポーツ傷害のリスクを高め、必ずしも体力・運動能力の向上につながらな

いこと等を正しく理解するとともに、生徒の体力の向上や、 生涯を通じ

てスポーツに親しむ基礎を培うことができるよう、生徒とコミュニケーシ

ョンを十分に図り、生徒がバーンアウトすることなく、技能や記録の向上

等それぞれの目標を達成できるよう、競技種目の特性等を踏まえた科学的

トレーニングの積極的な導入等により、休養を適切に取りつつ、短時間で

効果が得られる指導を行う。 

(４) 専門的知見を有する保健体育担当の教員や養護教諭等と連携・協力し、発

達の個人差や女子の成長期における体と心の状態等に関する正しい知識

を得た上で指導を行う。 

指導体制 
１ 複数顧問による指導体制を整え、生徒の安全管理及び顧問の負担軽減を図る。 

２ 上記目標を理解した外部指導者を活用し、専門的な指導で技術の向上を図る。 

その他 
１ 本方針について本校ホームページに掲載する。 

２ 各部の活動計画等については、顧問を通じて当該の保護者に示す。 


